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具体イメージ

＊ 社会福祉審議会には、引き続き児童福祉に精通した委員を置き、幅広い見地からの議論を
確保

＊ 両審議会の内容・検討状況等は引き続き事務局間（福祉局・こども青少年局）で連携
＊ その他、両審議会にかかる諸計画の進捗状況等も適時報告し共有

（児童福祉専門分
科会）

移管

独立設置により、期待される効果

＊ 児童福祉法改正にかかる児童福祉審議会の権限強化への迅速な対応が可
能となる。

＊ 児童福祉審議会の権限に属する事項に関して集中的な審議を行うことができ
る。（委員数を増やすことで、より専門的な見地からの議論が可能となる。

児童福祉
審議会

【新設】
保育安全部会

各種審議会・懇談
会など

青少年問題協
議会

各種審議会・懇談
会など

生活困窮者自
立支援懇談会

地域包括支援
センター運営
協議会

福祉局 こども青少年局
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児童福祉審議会の設置に向けた整理事項と考え方・対応等（案） 
整理事項 考え方・対応等 

(１) 組織 
児童福祉審議会を設置 
現行：社会福祉審議会の専門分科会 

 
 児童福祉法改正に伴う権限強化への対応、

専門的な見地から、より集中した議論等を

行う 
 児童福祉審議会がこどもや関係機関から

直接意見や苦情を受け付ける仕組みにつ

いて、現時点において詳細は国から示され

ていない 
 現行の部会に加えて、 (仮称)保育安全部
会を新設 
 

(２) 委員の選定 
・権限強化等に伴う体制の強化が必要 

現行：児童福祉専門分科会 7名 
 

◇H29.3.31社会福祉審議会意見 
「児童福祉審議会の委員には、学校関係も参

画することは必要でなないか。福祉だけとい

う捉え方しないで幅広くやっていただけた

ら。」 
「我が事・丸ごとの流れも踏まえ、しっかり

とした人選と意識化を」 
 

 
 児童福祉事業従事者や学識経験者に加え、

大阪府警や学校関係者等 20名程度の委員
構成により体制強化 

 具体的な委員の人選は今後調整 
 

(３) 社会福祉審議会と児童福祉審議会の連携 
 児童福祉審議会の独立後も両審議会が連

携していくことが必要 
 
◇H29.3.31社会福祉審議会意見 
「組織論的には理解できる気がするが、横串

的あるいは市民から見てわかりにくい気がす

る。」 
「児童は非常に大きな課題であることは分

かるが、分離独立はメリット・デメリットがあ

る。分離後、５年・１０年経過した後に独立し

た意義が薄れることが怖い。我が事・丸ごとの

流れも踏まえ、しっかりとした人選と意識化

を。」 

 
 社会福祉審議会には引き続き児童福祉に

精通した委員を置くなど、幅広い見地から

の議論をしていただく 
 各審議会での議論や課題等の情報共有を

図るとともに、必要に応じて各審議会へ報

告する 
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(４) 障がい児施策にかかる課題検討 
 障がい児福祉計画の進捗管理 
◇H29.3.31社会福祉審議会意見 
「障がい児の問題について、障がい者計画でど

う整理するのか。審議会の議論はどうしていく

のか。」 
 障がい児施設入所での虐待事例への対応 

  
 

 
 障がい者・障がい児にかかる計画について

は、障がい者施策推進協議会が策定し、進

捗管理を行い、必要に応じて児童福祉審議

会及び社会福祉審議会とも情報連携を図

る 
 児童福祉審議会の児童虐待事例検証部会

において検証を行う（現行と同様の取り扱

いとする） 
 

(５)児童福祉施設にかかる法人設立・認可等  検討中 
 

 


